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大学におけるプログラムマネジメント初期教育の実践  

 

東京農工大学  和田義明  

 

1．はじめに 

 未曾有の禍となった COVID-19 の影

響は言うに及ばず、世界経済は大きな

うねりの中で、かつてない非連続の世

界に陥っている。このような中で、我

が国は失われた 30 年を克服し、成長の

ためのイノベーションが求められてい

る。イノベーションを成し遂げるのは

人材であり、その育成が急務である。  

 イノベーション人材について、科学

技術振興機構のイノベーション人材育

成プログラム 1)では、「新規事業開発や

ビジネスモデルの出口戦略も見据える

ことができ、技術経営や知的財産に関

して高度な専門性を有した人材」と定

め、このような人材が、「研究者の高度

な研究開発力と協同することで、これ

までにない新たな価値創造につながる」

と述べられている。確かに、優れた新

技術を生み出す研究者と、その技術を

出口につなげるマネジメントに長けた

人材の連携は期待したいところである。

しかし、研究者は只ひたすらに研究に

没頭するのみでよいのであろうか。研

究者自身も出口を見定め、それに向け

て研究を推進することができるプログ

ラムマネジメント素養も必要であると

考える。 

 大学におけるプログラムマネジメン

ト教育は、専門の講座を設けている大

学もあれば、大学院の選択科目として

設定しているところもある。この学問

領域に関心のある学生は、このコース

で学べばよいが、一般の理科系コース

で学ぶ学生にも、プログラムマネジメ

ントを学ぶ機会を設けることが必要と

考える。特に、大学院で学ぶことも大

切だが、学部における初期教育として、

プログラムマネジメントの基礎を学ぶ

ことが、マネジメントの基礎力を育む

こととして重要であると考える。  

 2020 年より、東京農工大学の農学部

2 年生を主体とした技術経営概論の教

鞭を執る機会を得たので、その実践状

況を紹介する。大学におけるプログラ

ムマネジメントの初期教育の事例とし

て参考になれば幸いである。  

 

2．技術経営概論で目指したこと 

 技術経営概論として、技術経営の重

要性、歴史、全体像について一通りの

知識習得を目指したのは言うまでもな

い。しかし、プログラムマネジメント

は、実践することができて初めて価値

があるものであり、知識習得で終わる

のでは価値が半減する。望ましいのは、

実社会の中での経験を積みながらの習

得ではあるが、学生にはその機会が乏

しい。そこで、演習を通して、何か一

つのツールを使いこなすことを目指し

た。 

プログラムマネジメントにおいて学

ぶべきポイントは多数あるが、第一は、

スキームモデルにおいてプログラムの

全体像を描くプロファイリングマネジ

メントであろう。図 1 は、その概念図
2)である。現在の状態である「ありのま

まの姿」を把握し、そこから洞察力を
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持って「あるべき姿」を描く。そして

「あるべき姿」からバックキャストし

て、「ありのままの姿」から「あるべき

姿」に到達するための課題を明確にし、

プロジェクトを設定することにより、

確実に「あるべき姿」に向けて推進さ

せるというものである。このマネジメ

ントを疎かにし、現在の問題に対して、

「あるべき姿」を描くことなく解決法

に走ると、往々にして方向性を誤った

り、無駄な動きをしてしまったりする

ものである。従って、プログラムのス

キームモデルにおいて、このマネジメ

ントは重要なものであり、プログラム

マネジメントの初期教育に相応しいも

のである。また、プログラムマネジメ

ントに限らず、何事についても、目的・

目標を明らかにすると共に、現在の問

題点を把握し、目的・目標からバック

キャストして考えることは大変有用な

手法であり、学部学生の教養として学

ぶこととしても相応しいものと考える。 

 

 

  

このプロファイリングを描くツール

として有用なものがロジックモデルで

あり、国際 P2M 学会として推奨してい

るものである。従って、大学における

プログラムマネジメントの初期教育と

して、ロジックモデルに照準を合わせ

た。 

 

3．ロジックモデルテンプレート 

 ロジックモデルについては、P2M マ
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ガジンにおける亀山の解説 3)があるの

で、歴史等の詳細についてはそちらを

参照願いたい。表 1 は、亀山によるロ

ジックモデルのテンプレート 3)である。 

 

 

 

表 1 は、簡潔にまとめられており、有

用なテンプレートではあるが、初学者

向けには、次の要素を組み入れた改訂

版を用意した（表 2）。  

・プロファイリングでは、プログラム

を構想する経緯や背景を示すと理解さ

れやすい。また、ありのままの姿とし

ての現状の課題・問題点を示すことも

必要となる。そこで、「想定事項」の欄

を 2 つに分け、「経緯・背景」と「課題・

問題点」の欄を設けた。  

・何ごとも、何故やるのか、何のため

にやるのかという目的を明確にするこ

とが大切である。そこで、「インパクト」

の欄に「目的」を付記した。  

・「資源」は、容易に想起できるように

「人・物・金」を付記した。  

・プログラムを遂行する上で、忘れて

はならないのがリスクである。プロフ

ァイリングの段階で、想定リスクと対

応策を思慮することが必要であり、「リ

スク」と「対応策」の欄を増設した。  
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4．ロジックモデル作成上の注意点  

 ロジックモデルの各項目は、容易に

記述できるように見えるが、真に役立

つものに仕上げるには、幾つか注意点

がある。内閣府社会的インパクト評価

検討ワーキング・グループによる最終

報告書に掲載の「ロジックモデル作成

にあたってのポイントおよび工夫点」

に詳しく記述されている 4)ので参考と

した。この最終報告書で述べられてい

る要点に、筆者なりの見解を加えてま

とめたものが表 3 である。最終報告書

の内容に加えて、筆者が特に強調した

点は次の通りである。  

・真の目的を設定すること  

 目的は至極当然のこととして、深く

考えないことがある。しかし、よくよ

く考えると、的を外している場合があ

る。本当にそれが目指すべき目的であ

るのか、突き詰めて考えることが大切

である。ここを誤ると、総てが崩壊す

る。  

・真の問題を捉えること  

 現在の問題は容易に分かるように思

えるが、表面的な問題に止まり、真の

問題を把握することは容易いことでは

ない。思い浮かぶ問題に対して、なぜ

を繰り返し、真の問題まで到達するこ

とが大切である。表面的な問題に止ま

ると、それに対する打ち手も本質を外

すものになり、あるべき姿に到達する

ことが難しくなる。  

・真のリスクを想定する  

 リスクについても、表面的にならず

に想定することが大切である。正常性

バイアスにより、深刻なリスクに対す

る意識を鈍らせてはいけない。あらゆ

る角度からリスクを想定することが大

切である。  
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5．ロジックモデル作成演習  

 本講義では、グループワークと個人

演習においてロジックモデル作成を課

した。何事も、ツールは知識だけでは

役に立たない。実際に作成することに

より実践的力量を身に付けることがで

きる。  

グループワークでは、実在する企業

を取り上げ、その企業における新規事

業、或いは新製品の開発提案を課とし

た。企業研究を行い、ポートフォリオ

分析 5)、3C6)、4P7)、クロス SWOT 分

析 3)などのマーケティングツールを駆

使して開発提案を検討する。その結果

をロジックモデルにまとめるのである。

グループメンバーとディスカッション

しながら作成することにより、ロジッ

クモデルの各要素を多角的に見ること

ができ、理解が深まると考えた。特に、

真の目的、真の問題、真のリスクにつ

いては、ディスカッションにより深め

ることを狙った。グループワークでま

とめた開発提案は、講義の中での発表

を課した。発表に対しては、ゲスト講

師として招聘した企業の研究開発役員

経験者を交えてコメントを与え、開発

提案を考える上での要点について指導

し、理解を深めるようにした。学生相

手に勉強のための指導を行うという論

調ではなく、社員からの提案に対して

経営者がコメントするという論調にす

ることにより、実践的な思考を身に付

けることが狙いである。また、発表す

ることにより、自らの考えを深めるこ

とにも役立つと考えた。  

 グループワークにおいて、ロジック

モデルの理解を深めることができる

が、それだけでは、一人で作成できる

かどうかは心もとない。そこで、グル

ープワークに続き、個人演習として、

ロジックモデルの作成を課した。テー

マは自由とした。例えば、グループワ
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ークとは別の企業を対象にしてもよい

し、個人テーマとして大学における研

究、個人の将来設計、部活動などでも

よいとした。個人演習については、講

師より表 3 の注意点などに基づいて

個人指導を行った。  

 以上のように、グループワークと個

人演習の 2 本立てでロジックモデル

を作成することにより、色々な場面で

ロジックモデルを活用することができ

るようになることを期待している。  

 

6．まとめ  

 以上、大学学部生を対象にしたプロ

グラムマネジメント初期教育としての

ロジックモデル教育について紹介し

た。プログラムマネジメントの要素は

多岐に亘るが、スキームモデルにおけ

るプロファイリングは、プログラム全

体を描く重要なステップであり、ロジ

ックモデルは、それを表すツールとし

て大変優れている。技術経営を専門と

していない学部生では、プログラムマ

ネジメントを学ぶ時間は限られてお

り、この手法に集中して学ぶことは、

プログラムマネジメント初期教育に相

応しいものと考えている。更に、プロ

ブラムマネジメントに限らず、学生生

活や社会人としてのあらゆる活動にお

いて、ロジックモデルは有用であり、

学部生の教養として学ぶ価値があると

考える。以上、学部生の教育に携わる

諸氏の参考になれば幸いである。  
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